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虐

望
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7 解 6臼
一
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一
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　 62　　　　　 2

　 7σ　　，　　 2
　 65　　　　　 4　

」

　 5串　　　　　 4

　 66　　　　　 6
　 70　　　　　 6

晩期（試瞼開始期 ：　昭和　｛5 年　6　n　24　R）
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−

な丈 e皿
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コ

て

1

て

哩
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−
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“
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戸
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　 　 　 　 　 　 幅　’　　　 ，　・　　
，
　　k
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’
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w
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　 　 　 　 　 　 ち　　　　　　　　　　　　　し
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　 72 　　　　　 6
　 アQ　　　　　 5
　 86　　　　　 8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　　　　　 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 を
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餌
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＝

溺
3
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4

。
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〆
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353343

上記の 結黜 齢 し て 見る 燃 稻齢 瞰 ぼす働 激 の 影響は 鞘 醐 に勧 て 勵 生

育期の 進 むに蓮れて 濃度に 對す る抵抗力が増加する様で ある．

で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 6 表 牧霧匡物 調1査
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埴上部 地 下 部 倉計 根 長

・

＝
78

鶸

　 9

36

，
908095

9　 　cm

lO6 　 15

170 丶 20

233 　 14

353 　 15

　　　　申期
　

填上部 地 下 蔀 合 計 根長

　 92160618

β

124215

9501885　

1
戸
Q58

ハ
◎

9

　 9361101d2171192310伽

212011917

格

　 　　 晩期
　

地 上 部 弛卞部 合辭 根長

　 9304566801342199301404

・

　

で

44

・
389

　 94385107114214313Cm151512191511

w 「m調戀 裸 甑 て 見れば第 嘔 迄は 3娯 に 略同蘭 龍 示 して 居 るが 8
，
・9兩暝鴛 早

期の 場合最 も優れ ． 中晩雨期 は殆 ん ど同牧量で あ る ．其故稀釋轟水 の 施用は 早期 に行ふ を利

とす る樣で ある ．

　111・海 水及び ta　Cc依る 水耕試驗　　　　　　　　　　　　　　　　　、

著髀 は融 と尿 を基醐 料 と し て次 の 3彳砌 水 耕継 作つ て 水 稻 を蠣 し 其生鰍 撒

ぴ 牧 量を標罫瞿 の 具 と比較 した の であ る．
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1

　　　　　　　　　　ジ

欄 ・ 徐；國武 梅 測 用鰍 碗 栩 の 水 耕蹴 て 佛 鑼 ン 　 　 魏 　 　
’

　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　 辜 標準匿　　水耕液 工L 中各養累含量 （9）
・
　 　 　 （RH 唾）・SO ・ 　 。 褶 7 　 　 　 　 　 C ・C1動 畧 　 o 。109

　　　　　　　KHi2PO4 　 　 00383 　 　 　 　 　 F ・C13 　 　 0QO3

　　　　　　　xel 　 　 　 OQ32卆 　 　 　 　 　 、［nel24ag 　 OOO14
　　　　　　

°
　｝｛gSO4 アE9 　　　　　00366

’

　　2，  毎水十尿．水 （N 量 を標準區 に等し くす る如 く尿水 を添加す る）

　　 3． 海水 十尿水＋ KH 露04 （N ．PaOs と拙 ざ｛1區に 等 しくす る）

　　 肉 栂水 ＋尿水十KH 巳PO4 十 1〈2SOa （瓦 PgO5・K20 を標 準匳 に等し くす る ）

t

、
、

　 　 1

　　各1夜の plIは最適に保ち融 は 50 倍 ，
100 悟 ， 200 儲 の 稀釋液の もの を作り各匝と も

　辱個 宛尋 行に行ひ 水耕液は 3 日毎に 更鞭 した． 培養器は最初一ケ 月は内容 800　ec 其以後は

．・　
th2MUt ，もの を撫 た・草丸 孜 欝 瞰 て 鮃 均値鉢 せば知 奴 て ある． イ恥 萎凋 し

奪蹴 灘 の結麒 儘て ある・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　　　　　　　　　　　　t

　，　　 、　　　　　　　　　　　　　 第　7　表　生　育　調　査

　
冖

　 （播極 購 115喋r7脾 日， 植 tt・7 月 30 日歌 拠 窪2 月函 H − i2 月 23　 H ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

　 ，，駕労唖

．榊 匿

ク回
34

凋

234

dO月5Pt
　

草丈 分蘖
c加

48　2．5

で

11
糾

瓰

釧

10B26 日
　

草丈 分粟
c皿

53　 25

49　 155
　 　窪

65　 2，5

質 月18s
　

草丈 分蘖穗
cm71

　 3　一

　 t2月7H
　

草 丈 分蘖 穗
Cm68

　 3　　1

50 倍稀釋 液區

52　　1　 −＿
6｛　 4　 −
70　25 一

罸 に
70　 　5　05

備考
・1b （to 月 26 圏萎 凋）．3b （10 月 2 臼萎凋）

■− Vx72

　 歪

75　 1573
　 20

　

5票

液釋稀倍QD1

｛

饕
冖

Q23777…

至

一

｛

335024777

12 月13日　　12月23目（收蘰）
　 　　　　　　

躯丈 分蘖 穗　　　革丈 分 蘖穂
ρPユ　　　　　　　　　　　 （1凪

69 　135 　 71135　　　  　　　　　　　 、

53　35 　3，Q　　　54　35 　3S
63　55 　40 　　　64　55 　轟 0
70 　65 　55 　　72 　65 　ξ｝5

　　　　　　 12 月22 臼（嚶磯 ）
一 　　　　　尸圏in
69　　13　　　5　　　69　　13　　5
73　　10 　　　5　　　14　　to　　5
74　　11　　　4　　　75　　13　　6

催考 2a （10 　月　1　日　萎 凋）・3b （1a 月 io 日萎凋），4・ （11 月 歪8 日 萎凋 ）

9岡
34

ぬ

76 窃

70　1582
　40

355
｛ 　

37
76B

繊

　　　200 悋 稀釋浪岡

尸一騨呷師 一r 　　　　　尸
闇一一ノ丶一一闘丶

78　　4　 − 　　　77　　5　　1
78　　　4　　− 　　　　78　55 　　G．5
84 　8525 　　 83120 　40

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ

　　　　　　 12月21 日 （收 蓴目…）
一 　　　　　一

78 　 9 　55 　　81　11　55
77　 13055 　　　79　 14　55
84 　20070 　　85 　22 　7，0

1

L

f

　　之群 依れば舗 釋溶灘 於 ける第 4塵の 舗 黻 胴 混 騨 喚 働 儲 水の 稀曜

一般 に 糊 なる生龍 遂 げ て ゐ る・上言己の 蛸 歌況か 覡 て 編 鮪 闘 して は 100倍以 上

・の 稀釋 を最適 とす る様で あ る．又牧穫翻 の 調盈 課 を見 る に各稀釋液と も人體に於 て 4＞3

坤 噸 髄 尓 し て 居 り．
3 要素の 域 は 2 鰍 け て ゐ る 2 帆 3 吻 結聯 ・搬 に よつ て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

は標準匯の 結果 よ り優秀で ある の は一見不 合理 の 如 く考へ ら れ る 翫 駄 中の 微 暈物質及び 尿

中の オ ー
キ ノ ン を考 へ れば 必 す し も不 合理 とは云 へ な い で あ ら う．

　 1

　　彡（に 幽穂期の 景彡響に戚て 調査 した晶県 を第 8 表に 示 す ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第 8 哀　出　穗 　期

　 　　　 區 別　　　　　　　　 1　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 3　　　　　　　　　 4

　 　　　標準匪　　　　　　　質 　月　20　N　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　＿

　　　　50 倍 ・
　　　　　　　

−
　　　　　　　　　M 　灯　27 　日　　　　　11　月 27 日　　　　　12 月　3 　日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 履

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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・
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や
る 3卿 齷 が蜘 て 標鞭 の 夫よ 聯 て 鰯 黙 蛸 調壷 醜 猷 た

・fi。く蔽 晦 「
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丶…
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tt’
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C
噸 蝉 蜘 隅

の では聯 或鱇
欝 騰 蹴 晦 ・h ・m ．・fa、ポ

P騨 ・ 跡 沿醜 ゜num 七購 ・三・um の 無 あ り訟 ρ1 を敏 くと結欝 は概 蛎 れ… ．

輝 嘩 櫞 齷 蹴
噸 脚 眠 ・ 晶齢蘭 ・嫩 研究 耀 岬 樋 ・ ・ 問

’

警簾鱶鏡：そ鵡蟹鷙 難欝彗欝鑓蝉 嫐 鯲

　　解 鱒 獅 に當 りて 臺締 燵 騨 孟齣 生繼 韃 轜 氏の 御援塊 鮒 た事 轗 謝
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切
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鋤

．第
’10 表

『
葉 緑 索 含 量

・

Ci 含量 （P・pm・）　葉経素含量　．9！てoo　9 蘇 葉
　 　 19．73 　　　　　　．　　　 ・　 0．f26

　　343．98　　　　　　　　　　　「　0，089
　 　

”
　　　　　　　　　　　 0．034

　・　　
”
　　・　　　　　　　　 0．OK ）　　　　

・

　　196．99　　　　　　　　　　　　　0．io2
　　

”

　　
’

・
’
　　　 9ρ60

　 　
”
　　　　　　　 ．　　　 o，（矯9

　　 9數49　　　　
’
　　　　　0，1Q6

　　
”

　 ∴ 　
・
　 o・てq5

　 　
”

　　　　　　　　．　　　 0，t22

に 31區に於 て 稍小 さい 結果を示 して 居 る．

　 上記の 結果に 依れば
一
般

に C1 量の 増加に 挙行 し て

難 篠 含量が減歩の 傾向 を

示 して 居 り又海水區は何れ

も標準區 よ り含量が少 い ．　　
’

徇 各稀釋溶液區 に於 け る 2．

3・4・區間の 葉線素含量は

極 め て 僅か で は ある が 一般

N 工工
一Ele ’etronlo 「

Llbrary 　
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！ 　 期 ， 徐 ， 國武 梅 水縮 瞰 嬾 物 の 水謝 。 就 て 佛
＿報）
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嘸
　　’　　　　 鷺 L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿‘＿　　　　　　　　一＿一＃s一
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・
　　　 ・　　 、　 尋

 　 ，　　　 433　　　．‘
　

s

　 Wh　LS　　　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　 ’　　 　　　ゴ厂執
’

　　　 、　　　　　　　　　　　　　　 考　　
ny

察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
s

　　　　　 前記 の 實驗結果から見れば 水稻は海水の 40 倍以上の 稀釋か ら不正 雷ながら 生育可能に し

　　　　て ・
ユQO｛鰍 ぴ 20G倍羅 の 場合最 も生育繭 ・で 尠る・而 して 離 低濃度醐 合鯲 て は ・

　 ぴ　 　 　
1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　　　 生青に害作用を及ぼす原囚は主 と して Cl の 過量に 因る もの で ある と 蕩へ られ るが濾水高磯
　　

一
；　　　　

’
　　　　　　　　

一

　　　　 度に 於ける生育阻害作用は C1 の 他 に鹽類の 高濃度に よる原 形質分離 も焦一因である事 は 實
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヌ

〆 ・　　 驗結果か ら明かで ある．

　　　　　 次に葉線素含量と C1 の 量に付 い て 見る に一般に 認め ら2Lた る如 く
6）鹽化物は葉線素含董

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　　　　 を減少せ しめ植物の 炭素同化作用に障害 を呈す る もの で あつ て 此の 關係は前違の 葉線素測定

涛 瀦 桑鯲 。 、識 れ。． 　 　 　 　 　 　 　 　 　
）｛

轄 ぺ ≠撫 堪
て C1 の 齷 離 物鮪 上職 攤 もの で 齶 い 渺 くと も布訌糶 物 撒 化

・ 〜∵ 物移動に役立 つ
・…s ・）の で あ るか ら海水水軅 鯲 け る 撮 塘牧 に對 して 或醐 當の 效果 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
窪 　 及ぼ して ゐ るか も知れな い ，此の 默水稻各部 の 放分を明か に しIS ければ碧諭 離 1來な い ．

冷 、　　　　　　　　　　　　 摘　　 要

篇 灘 纓 轜 蠶 弩灘撚 竃灘 灘 蟹
用

r

 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　　　　ユ・孀 瞞 水 40 倍辮 か ら蛸 可能に し て 100倍 ・
200 倍蠏 の 駘 最朖 欝 で ある ・

　 ぐ、
∴ ゴ 2誨 水 2・瀧 の 驪 謙 瞎 作騰 畏 し て 齷 雌 樋 LCI に 伽 断 に 離 館

　　　　 よる 原 形質分離をも考慮す べ きで ある 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’

　　　　　 3．水稻は生育期 の 進む に 蓮れて 海水高濃度に 怯る害性触 ⊂ 對 す る 抵抗性が増大する ．

　　　　　 4．海水の 50
，
100， 200 倍稀釋溶液に尿水を附加 して 作つ た水耕 液は 標準水桝液 よ 勤も優

　　　　 i秀なる生育状態 を示 した．

　　　　　 5．海水稀釋溶液に 生育した水稻葉部 の 葉線素含量 は海 水の 稀 い 程多い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭 和 裕 年 6 月 10 日受 理 ）
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